
瀬戸内海
　ゾーン　

松山・道後
　ゾーン　

第
一
次
産
業
、水
軍
文
化
、自
然
環
境
を
学
ぶ

松
山
周
辺
ゾ
ー
ン

地域資源を活用

教育的視点から

充実したモデルコースを提案

広島・瀬戸内海・松山　新定番ルート
今、最も注目される教育旅行先

観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
開
始

多
彩
な
テ
ー
マ
別
体
験
交
流
メ
ニ
ュ
ー

○
チ
ャ
ー
タ
ー
船
の
利
用
に

よ
る
効
率
的
な
移
動
　
　
　

◯「
い
で
湯
と
城
と
文
学
の

ま
ち
　
松
山
」を
体
験
　
　

◯
道
後
で
和
文
化
・
温
泉
文

化
を
体
験
　
　
　
　
　
　
　

◯
み
か
ん
の
島
・
中
島
で
国

産
農
産
物
を
学
ぶ
　
　
　
　

◯
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
た
環
境
学
習
　
　
　
　
　

◯
伊
予
の
小
京
都
・
大
洲
で

「
清
流
」を
体
感
　
　
　
　

○
宇
和
島
が
育
ん
だ
特
産
や

民
族
文
化
を
体
験
　
　
　
　

○
明
治
・
大
正
時
代
の
歴
史

文
化
体
験
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平
和
学
習
や
世
界
遺
産
学
習
の
地
で
あ
る
広
島
と

愛
媛
・
松
山
を
結
ぶ
エ
リ
ア
は
、
島
々
が
織
り
な
す

風
光
明
媚
な
風
景
と
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
歴
史
・
文

化
・
産
業
な
ど
多
様
な
資
源
の
宝
庫
だ
。
こ
う
し
た

瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が
ら
、

松
山
・
道
後
や
し
ま
な
み
海
道
（
今
治
）
、
砥
部
焼

（
伝
統
工
芸
の
里
）
、
清
流
肱
川
（
大
洲
）
を
舞
台

と
し
た
多
彩
な
テ
ー
マ
別
交
流
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
組

み
合
わ
せ
た
教
育
旅
行
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
松

山
市
の
サ
ポ
ー
ト
が
万
全
な
の
も
、人
気
の
理
由
だ
。

みかん王国・愛媛の中島で収穫体験

真珠を使ったオリジナルストラップ作り

お遍路文化を体験できる石手寺の「お砂撫で」

松山城で俳句体験

道後商店街の夜の散策

　
松
山
市
が
提
供
す
る
メ
ニ

ュ
ー
は
他
地
域
と
の
差
別
化

を
図
り
、
教
育
的
視
点
か
ら

地
域
の
資
源
を
磨
き
上
げ
た

も
の
で
、
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー

を
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
学
校

の
希
望
に
沿
う
メ
ニ
ュ
ー
を

提
案
し
て
い
る
。
関
係
者
か

ら
は
最
も
注
目
さ
れ
る
教
育

旅
行
先
と
し
て
評
価
さ
れ
、

あ
る
学
校
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
満
足
度

・
９
％
と

い
う
驚
異
的
な
数
字
を
は
じ

き
出
し
、
修
学
旅
行
を
通
し

て
学
校
間
交
流
が
始
ま
っ
た

り
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
授
業

に
採
択
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

　
松
山
を
訪
れ
る
に
は
、
海

路
や
陸
路
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

そ
こ
で
同
市
で
は
、
多
様
な

モ
デ
ル
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

「
広
島
―
松
山
ル
ー
ト
」

（
２
４
０
人
モ
デ
ル
）
が
あ

る
。
同
区
間
に
は
定
期
便
も

運
航
さ
れ
て
い
る
が
、
チ
ャ

ー
タ
ー
船
を
使
え
ば
１
時
間

ほ
ど
。
自
由
度
が
高
く
、
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
を
可
能
に

し
、
ま
た
、
単
な
る
移
動
で

は
な
く
、
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー

ズ
と
い
う
貴
重
な
体
験
メ
ニ

ュ
ー
と
な
り
、
人
気
の
ル
ー

ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
毎
年
約

校
が
チ
ャ
ー
タ

ー
船
を
利
用
し
、
安
全
で
快

適
な
約
１
時
間
の
瀬
戸
内
海

ク
ル
ー
ズ
を
満
喫
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
山
口
県
東
南
部
に

あ
る
周
防
大
島
で
の
マ
リ
ン

体
験
や
漁
業
体
験
、
民
泊
体

験
を
行
い
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船

で
松
山
入
り
な
ど
民
泊
体
験

と
の
組
み
合
わ
せ
も
増
え
て

き
て
い
る
。

　
ま
た
、
世
界
に
誇
る
多
島

美
と
先
端
技
術
の
粋
を
集
め

た
長
大
橋
群
が
織
り
な
す
し

ま
な
み
海
道
を
渡
り
、
瀬
戸

内
海
の
雄
大
な
自
然
や
、
そ

こ
で
育
ま
れ
た
歴
史
な
ど
を

体
感
し
た
あ
と
松
山
入
り

し
、
松
山
で
の
体
験
後
に
チ

ャ
ー
タ
ー
船
を
活
用
し
て
宮

島
の
世
界
遺
産
や
広
島
の
平

和
学
習
を
体
験
す
る
学
校
も

見
ら
れ
る
。

　
日
本
最
古
と
い
わ
れ
る
道

後
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
「
道
後

温
泉
本
館
」
は
、
ミ
シ
ュ
ラ

ン
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
ジ
ャ
ポ

ン
で
最
高
評
価
の
三
つ
星
を

獲
得
し
て
い
る
。
泉
質
は
ア

ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
肌
に

優
し
い
美
人
の
湯
。
加
温
加

水
し
て
い
な
い
源
泉
１
０
０

％
の
か
け
流
し
は
、
全
国
で

も
例
を
み
な
い
温
泉
中
の
温

泉
だ
。

　
道
後
温
泉
本
館
は
、
保
存

修
理
工
事
中
で
、
現
在
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
誤

っ
た
情
報
が
あ
る
が
、
営
業

を
し
な
が
ら
の
工
事
で
あ
る

た
め
入
浴
可
能
だ
。
さ
ら
に

入
り
口
を
明
治
の
改
築
当
時

に
使
用
さ
れ
て
い
た
北
面
に

移
し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行

う
な
ど
、
工
事
中
な
ら
で
は

の
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
最
古
と
い
わ

れ
る
温
泉
に
ふ
さ
わ
し
い
飛

鳥
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
湯

屋
が
コ
ン
セ
プ
ト
の
新
た
な

温
泉
施
設「
道
後
温
泉
別
館
　

飛
鳥
乃
湯
泉
（
あ
す
か
の

ゆ
）
」
が
道
後
に
誕
生
し
、

早
く
も
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
る
。

　
ま
た
、
標
高
１
３
２
㍍
の

山
頂
に
そ
び
え
立
ち
、
現
存


天
守
の
一
つ
で
あ
る
「
松

山
城
」は
、「
連
立
式
天
守
」

「
登
り
石
垣
」
な
ど
防
御
に

優
れ
た
貴
重
な
特
徴
を
持

ち
、
幾
重
に
も
連
な
る
石
垣

や
屈
曲
し
た
進
入
路
に
多
く

の
城
門
や
櫓
な
ど
を
備
え
た

難
攻
不
落
の
城
と
言
わ
れ

る
。

　
市
内
に
は
瀬
戸
内
海
か
ら

西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
ま

で
一
望
で
き
る
松
山
城
や
俳

人
・
正
岡
子
規
を
は
じ
め
と

す
る
文
人
ゆ
か
り
の
歴
史
的

・
文
化
的
資
源
が
ま
ち
な
か

に
多
く
点
在
し
て
い
る
。

　
松
山
な
ら
で
は
の
体
験
と

し
て
好
評
な
の
が
、
ま
ち
歩

き
を
意
味
す
る
「
ハ
イ
ク

（
歩
く
）
」
に
、
「
俳
句
」

の
学
び
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
教
育
素
材
で
あ
る
「
松
山

は
い
く
」
の
メ
ニ
ュ
ー
。
俳

句
作
り
に
精
通
し
た
ま
ち
歩

き
ガ
イ
ド
と
松
山
・
道
後
の

歴
史
や
文
化
に
触
れ
な
が

ら
、
市
内
各
所
を
吟
行
体
験

で
き
る
。

　
散
策
中
は
ガ
イ
ド
が
作
句

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
初
心
者

で
も
俳
句
が
詠
め
る
。

　
例
え
ば
、
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い
る
四
国
遍
路
。

そ
の
発
祥
伝
説
が
残
る
石
手

寺
は
、
松
山
市
内
か
ら
も
近

く
、
国
宝
の
仁
王
門
や
国
の

重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

三
重
塔
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
満

載
。
そ
こ
で
は
、
八
十
八
ヶ

所
参
り
を
し
た
の
と
同
じ
ご

利
益
を
得
ら
れ
る
と
い
う
お

砂
撫
で
な
ど
、
地
元
は
い
く

ガ
イ
ド
と
の
交
流
を
楽
し
み

な
が
ら
四
国
の
お
遍
路
文
化

を
体
験
で
き
る
。

　
そ
の
後
、
夕
食
時
の
宴
会

場
で
、
「
某
テ
レ
ビ
番
組
の

辛
口
俳
句
先
生
の
よ
う
に
講

師
が
巧
み
な
進
行
で
、
楽
し

く
生
徒
、
先
生
の
俳
句
を
評

価
し
、
会
場
は
笑
顔
で
包
ま

れ
る
」
（
松
山
市
産
業
経
済

部
観
光
・
国
際
交
流
課
）
。

生
徒
の
隠
れ
た
才
能
が
明
ら

か
に
な
る
と
評
判
だ
。

　
さ
ら
に
、
班
別
学
習
の
新

た
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
チ
ー
ム
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
の
要
素
を
加
え

た
、
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
体
験
を

新
た
に
開
発
。松
山
の
文
学
、

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
行
動

力
や
団
結
力
の
向
上
が
図
ら

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
注
目
の
取
り
組
み

が
二
つ
あ
る
。

　
一
つ
は
、
松
山
を
訪
れ
た

修
学
旅
行
生
を
観
光
大
使
に

任
命
す
る
「
瀬
戸
内
・
松
山

観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
制
度

が
好
評
だ
。

　
希
望
に
応
じ
て
生
徒
全
員

を
大
使
に
任
命
し
、
修
学
旅

行
の
思
い
出
や
観
光
名
所
な

ど
を
口
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
情
報
発
信
し
て
も
ら
う
。

任
命
期
間
は

年
間
で
、
リ

ピ
ー
タ
ー
と
し
て
松
山
を
訪

れ
た
際
に
、
松
山
城
や
道
後

温
泉
な
ど
の
市
の
施
設
を
無

料
で
利
用
で
き
る
。

　
二
つ
目
は
、
生
徒
の
自
主

性
を
生
か
し
た
班
別
研
修
用

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
瀬
戸
内
・

松
山
修
学
は
い
く
」
だ
。

　
市
内
中
心
部
が
一
目
で
分

か
る
地
図
、
班
別
研
修
用
の

市
内
散
策
モ
デ
ル
コ
ー
ス
な

ど
が
掲
載
さ
れ
、
充
実
し
た

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
松
山

市
の
修
学
旅
行
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。

　
松
山
市
は
、
主
要
施
設
が

ま
ち
の
中
心
部
に
コ
ン
パ
ク

ト
に
納
ま
っ
て
い
る
。
宿
泊

先
と
し
て
同
市
が
推
奨
す
る

道
後
温
泉
と
は
車
で

分
以

内
の
距
離
に
あ
り
、
宿
泊
施

設
の
食
事
や
お
も
て
な
し
は

一
般
旅
行
と
同
等
レ
ベ
ル
の

扱
い
と
折
り
紙
つ
き
。
そ
こ

で
、道
後
の
強
み
を
生
か
し
、

ホ
テ
ル
や
道
後
商
店
街
な
ど

と
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
共
同
開

発
。

　
一
つ
は
和
文
化
体
験
。
夕

食
前
後
の
時
間
を
利
用
し
、

会
席
料
理
や
お
座
敷
の
マ
ナ

ー
、
食
育
な
ど
約

分
で
構

成
さ
れ
た
研
修
は
、
時
間
を

有
効
活
用
し
、
研
修
率
も
ア

ッ
プ
で
き
る
と
好
評
だ
。

　
も
う
一
つ
は
、
温
泉
文
化

体
験
。
明
治
の
雰
囲
気
漂
う

道
後
温
泉
本
館
を
中
心
に
散

策
し
、
本
館
前
で
の
集
合
写

真
を
撮
影
。
ま
た
、
正
岡
子

規
を
輩
出
し
た
ま
ち
「
俳
都

松
山
」
に
ち
な
ん
で
、
散
策

中
に
俳
句
を
つ
く
り
、
特
設

の
ポ
ス
ト
に
投
句
す
る
と
、

後
日
、
最
優
秀
句
に
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
が
贈
ら
れ
る
と
い

っ
た
特
別
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ

て
い
る
。

　
道
後
商
店
街
の
夜
の
散
策

も
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
り
、

散
策
中
の
安
全
確
保
は
、
市

職
員
や
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。

　
２
０
１
９
年
は
、
ア
ー
ト

の
大
祭
「
道
後
ア
ー
ト
２
０

１
９
・
２
０
２
０
」
の
開
始

を
控
え
る
な
ど
、
今
後
も
瀬

戸
内
、
松
山
の
話
題
は
尽
き

な
い
。

　
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
中
島

は
、
み
か
ん
王
国
・
愛
媛
を

牽
引
し
て
き
た
地
で
あ
り
、

チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
使
え
ば
、

広
島
か
ら
約
１
時
間
で
直
接

上
陸
で
き
る
。
収
穫
時
期
は


月
か
ら
５
月
ま
で
の
約
８

カ
月
間
で
、
全
農
家
の
う
ち

み
か
ん
に
携
わ
る
戸
数
の
割

合
は
、
愛
媛
県
内
の
島
で
堂

々
の
第
１
位
を
誇
る
。

　
地
元
保
育
園
児
に
よ
る
歓

迎
に
始
ま
り
、
Ｊ
Ａ
職
員
に

よ
る
国
産
・
み
か
ん
の
安
全

性
や
技
術
力
、
ま
つ
や
ま
農

林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生

秘
話
を
聞
き
、
西
日
本
一
の

能
力
を
誇
る
選
果
場
体
験
の

後
、
み
か
ん
の
収
穫
体
験
を

行
う
。

　
ま
た
、
延
長
５
０
０
㍍
の

美
し
い
姫
ヶ
浜
ビ
ー
チ
で

は
、投
げ
釣
り
体
験
が
で
き
、

昼
食
と
し
て
人
気
の
海
鮮
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
と
釣
っ
た
魚
を

一
緒
に
焼
い
て
食
べ
る
こ
と

も
可
能
だ
。

　
松
山
市
内
か
ら
車
で


分
。
隣
町
の
砥
部
町
に
あ
る

「
と
べ
動
物
園
」
は
、
日
本

初
の
人
工
哺
育
に
成
功
し
た

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
・
ピ
ー
ス

で
有
名
。
動
物
の
自
然
な
生

態
が
見
ら
れ
る
行
動
展
示
型

で
西
日
本
最
大
級
の
規
模
を

持
つ
。

　
こ
こ
で
は
、
飼
育
員
か
ら

地
球
温
暖
化
や
森
林
伐
採
な

ど
人
間
が
生
じ
さ
せ
て
い
る

環
境
問
題
や
、
獣
舎
裏
の
体

験
学
習
な
ど
、
身
近
な
動
物

を
通
じ
て
直
接
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　
大
洲
は
六
万
石
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
、
伊
予
の
小
京

都
、
水
郷
の
ま
ち
。
お
よ
そ

３
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
郷

土
料
理
「
い
も
た
き
」
を
河

川
敷
で
食
べ
な
が
ら
、
地
元

の
人
と
ふ
れ
あ
う
。

　
さ
ら
に
、
流
れ
穏
や
か
な

肱
川
で
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
一
つ

星
の
臥
龍
山
荘
や
大
洲
城
を

眺
め
な
が
ら
、
カ
ヌ
ー
体
験

を
行
い
、
自
然
を
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
真
珠
や
魚
介
類
の
養
殖
が

盛
ん
な
街
、
宇
和
島
。
こ
こ

で
は
、
宇
和
海
が
育
ん
だ
産

業
、
自
然
、
伝
統
を
学
ぶ
。

真
珠
生
産
量
は
日
本
一
を
誇

り
、
真
珠
を
使
っ
た
世
界
に

一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
を
す
る
。
昼
食

に
は
、
宇
和
海
で
取
れ
た
新

鮮
な
鯛
の
刺
身
を
使
っ
た

「
宇
和
島
鯛
め
し
」
を
食
べ

る
。

　
そ
の
後
、
宇
和
島
地
方
独
特
の
「
闘
牛
」
を
観
戦
し
、

民
族
文
化
を
体
験
す
る
。

　
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
選
定
の
卯
之
町

が
あ
る
西
予
市
。
江
戸
時
代

か
ら
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ

た
商
家
が
立
ち
並
ぶ
町
並
み

が
残
り
、
明
治

年
に
建
て

ら
れ
た
開
明
学
校
で
は
、
明

治
時
代
の
授
業
が
体
験
で
き

る
な
ど
歴
史
や
文
化
を
体
感

で
き
る
。

　
そ
の
他
、
ガ
イ
ド
付
き
で

文
化
財
の
点
在
す
る
懐
か
し

い
町
並
み
の
散
策
が
で
き
る

内
子
な
ど
、
松
山
周
辺
に
は

地
域
資
源
が
豊
富
だ
。

獣舎裏での給餌体験


